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(57)【要約】
　本発明は液晶ディスプレイ及び表示装置を提供する。
液晶ディスプレイに複数の画素ユニットが設けられ、各
画素ユニットが異なる色を表示する複数のサブ画素ユニ
ットを有し、アレイ基板（２）における、各画素ユニッ
トの少なくとも１つの色のサブ画素ユニットに対応する
位置にバックライトが透過できる量子ドット層（０１）
が設けられ、前記量子ドット層（０１）が日光における
紫外線に励起されてから少なくとも対応するサブ画素ユ
ニットの色が含まれた光を射出し、カラーフィルタ（０
２）が量子ドット層（０１）と対向基板（１）との間に
位置する。この液晶ディスプレイは屋外で表示する場合
、増加した表示輝度、及び屋外でのより高い視認可能性
を有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対向基板と、アレイ基板と、前記対向基板と前記アレイ基板との間に位置する液晶層と
を備える液晶ディスプレイであって、
　前記アレイ基板に複数の画素ユニットが設けられ、各画素ユニットは異なる色を表示す
る複数のサブ画素ユニットを有し、
　前記アレイ基板における、各画素ユニットの少なくとも１つの色のサブ画素ユニットに
対応する位置にバックライトが透過できる量子ドット層が設けられ、
　前記量子ドット層が日光における紫外線に励起されてから少なくとも対応する前記サブ
画素ユニットの色が含まれた光を射出し、
　前記液晶ディスプレイに各サブ画素ユニットに対応するカラーフィルタが設けられ、前
記カラーフィルタが前記量子ドット層と前記対向基板との間に位置することを特徴とする
液晶ディスプレイ。
【請求項２】
　前記量子ドット層が日光における紫外線に励起されてから前記サブ画素ユニットの色に
対応する単色光、又は白色光を射出することを特徴とする請求項１に記載の液晶ディスプ
レイ。
【請求項３】
　前記量子ドット層が高分子ポリマーネットワーク、及び前記高分子ポリマーネットワー
ク内に均一に分散した量子ドットからなることを特徴とする請求項１又は２に記載の液晶
ディスプレイ。
【請求項４】
　前記量子ドット層が前記アレイ基板の前記液晶層に面する側に位置し、又は前記アレイ
基板の前記液晶層の反対側に位置することを特徴とする請求項１～３の何れか１項に記載
の液晶ディスプレイ。
【請求項５】
　前記アレイ基板の前記液晶層に面する側に、相互に絶縁する共通電極と画素電極とから
なる電極構造を有し、前記量子ドット層が前記電極構造の前記液晶層に面する側に位置す
ることを特徴とする請求項１～４の何れか１項に記載の液晶ディスプレイ。
【請求項６】
　前記電極構造と前記量子ドット層との間に第１の平坦化層を有することを特徴とする請
求項５に記載の液晶ディスプレイ。
【請求項７】
　前記量子ドット層と前記液晶層との間に１／４波長の光学遅延層が設けられることを特
徴とする請求項１～６の何れか１項に記載の液晶ディスプレイ。
【請求項８】
　前記量子ドット層の前記液晶層に面する側に第２の平坦化層を有し、前記１／４波長の
光学遅延層が前記第２の平坦化層の前記液晶層に面する側に位置することを特徴とする請
求項７に記載の液晶ディスプレイ。
【請求項９】
　前記カラーフィルタが前記アレイ基板の前記液晶層に面する側に位置し、又は前記対向
基板の前記液晶層に面する側に位置することを特徴とする請求項１～８の何れか１項に記
載の液晶ディスプレイ。
【請求項１０】
　表示装置であって、請求項１～９の何れか１項に記載の液晶ディスプレイを備えること
を特徴とする表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶ディスプレイ及び表示装置に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　量子ドット（Ｑｕａｎｔｕｍ Ｄｏｔｓ，ＱＤｓ）はナノ結晶とも呼ばれ、ＩＩ－ＶＩ
族或いはＩＩ－Ｖ族からなるナノ粒子である。量子ドットの粒径は通常１～２０ｍｍであ
り、電子と正孔とは量子制限され、連続のエネルギーバンド構造は分立のエネルギーレベ
ル構造に変わるため、量子ドットは励起されてから蛍光を射出できる。
【０００３】
　量子ドットの発射スペクトルを、量子ドットのサイズを変えることで制御できる。量子
ドットのサイズとその化学的構成を変えることで、その発射スペクトルを可視光線領域の
全体に覆わせることができる。ＣｄＴｅ量子ドットを例として説明すれば、その粒径が２
．５ｎｍから４．０ｎｍまで成長する場合、その射出光の波長は５１０ｎｍから６６０ｎ
ｍにレッドシフトする。
【０００４】
　現在、量子ドットの発光特性を利用し、量子ドットを分子プローブとして蛍光マーキン
グに応用することができ、表示デバイスに応用することもできる。単色量子ドットを液晶
ディスプレイのバックライトモジュールの光源とする場合、単色量子ドットは青色光ＬＥ
Ｄに励起されてから単色光を射出し、青色光と混合して白色のバックライトを形成する。
この光は広い色域を有し、画面の質を向上させることができる。
【０００５】
　現在の液晶ディスプレイは屋外で表示する場合、屋外の光線が強い時に、液晶ディスプ
レイの表示輝度は相対的に弱く、観察の効果に影響を与えることがある。通常、半透過半
反射の表示方法によって液晶ディスプレイの表示輝度を向上させることができる。しかし
、半透過半反射の表示方法を採用する場合、液晶ディスプレイにおける各画素ユニットの
開口率が低下する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の実施例は、屋外で高輝度表示できる液晶ディスプレイ及び表示装置を提供する
。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明によって液晶ディスプレイが提供され、この液晶ディスプレイは、対向基板と、
アレイ基板と、前記対向基板と前記アレイ基板の間に位置する液晶層とを備える。前記ア
レイ基板に複数の画素ユニットが設けられ、各画素ユニットは異なる色を表示する複数の
サブ画素ユニットを有し、前記アレイ基板における、各画素ユニットの少なくとも１つの
色のサブ画素ユニットに対応する位置にバックライトが透過できる量子ドット層が設けら
れ、前記量子ドット層が日光における紫外線に励起されてから少なくとも対応する前記サ
ブ画素ユニットの色光が含まれた光を射出し、前記液晶ディスプレイに各サブ画素ユニッ
トに対応するカラーフィルタが設けられ、前記カラーフィルタは前記量子ドット層と前記
対向基板との間に位置する。
【０００８】
　本発明によって提供された上記液晶ディスプレイは、屋外で表示する場合、日光に含ま
れた紫外線が量子ドット層に照射するから、この量子ドット層が紫外線に励起されてから
発光する。こうして、カラーフィルタを透過する光はバックライトと、量子ドット層が励
起されてから射出する光との和であり、液晶ディスプレイの表示輝度が強まり、液晶ディ
スプレイの屋外での視認可能性が向上する。
【０００９】
　例えば、本発明によって提供された上記液晶ディスプレイにおいて、前記量子ドット層
は日光における紫外線に励起されてから前記サブ画素ユニットの色に対応する単色光を射
出する。この量子ドット層が紫外線に励起されてから射出する光は、利用率を最大限にす
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ることができる。例えば、前記量子ドット層は日光における紫外線に励起されてから白色
光を射出し、量子ドット層が励起されてから単色光を射出する場合と比べ、製造工程の複
雑さを低下させることができる。
【００１０】
　例えば、本発明によって提供された上記液晶ディスプレイにおいて、前記量子ドット層
は高分子ポリマーネットワーク、及び前記高分子ポリマーネットワーク内に均一に分散し
た量子ドットからなる。
【００１１】
　例えば、本発明によって提供された上記液晶ディスプレイにおいて、前記量子ドット層
は前記アレイ基板の前記液晶層に面する側に位置し、又は前記アレイ基板の前記液晶層の
反対側に位置する。
【００１２】
　例えば、本発明によって提供された上記液晶ディスプレイにおいて、前記アレイ基板の
前記液晶層に面する側に、相互に絶縁する共通電極と画素電極とからなる電極構造があり
、前記量子ドット層は前記電極構造の前記液晶層に面する側に位置する。
【００１３】
　例えば、本発明によって提供された上記液晶ディスプレイにおいて、前記電極構造と前
記量子ドット層との間に第１の平坦化層を有する。
【００１４】
　例えば、本発明によって提供された上記液晶ディスプレイにおいて、前記量子ドット層
と前記液晶層との間に１／４波長の光学遅延層が設けられ、前記１／４波長の光学遅延層
は、量子ドット層が励起されてから射出する光をよりよく利用するように、量子ドット層
が励起されてから射出する円偏光を線偏光に変えることができる。
【００１５】
　例えば、本発明によって提供された上記液晶ディスプレイにおいて、前記量子ドット層
の前記液晶層に面する側に第２の平坦化層を有し、前記１／４波長の光学遅延層は前記第
２の平坦化層の前記液晶層に面する側に位置する。
【００１６】
　例えば、本発明によって提供された上記液晶ディスプレイにおいて、前記カラーフィル
タは前記アレイ基板の前記液晶層に面する側に位置し、又は前記対向基板の前記液晶層に
面する側に位置する。
【００１７】
　本発明のもう１つの実施例は、本発明によって提供された液晶ディスプレイを備える表
示装置を更に提供する。
【００１８】
　以下、本発明の実施例の技術案を更に明確に説明するため、実施例の図面を簡単に説明
する。なお、以下の図面は本発明の一部の実施例に関するものに過ぎず、本発明を限定す
るものではない。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１ａ】本発明の実施例によって提供された液晶ディスプレイの構造の概略図である。
【図１ｂ】本発明の実施例によって提供された液晶ディスプレイの構造の概略図である。
【図２ａ】本発明の実施例によって提供された液晶ディスプレイの屋外で表示する原理の
概略図である。
【図２ｂ】本発明の実施例によって提供された液晶ディスプレイの屋内で表示する原理の
概略図である。
【図３ａ】実施例１においてアレイ基板を製造する各ステップの概略図である。
【図３ｂ】実施例１においてアレイ基板を製造する各ステップの概略図である。
【図３ｃ】実施例１においてアレイ基板を製造する各ステップの概略図である。
【図３ｄ】実施例１においてアレイ基板を製造する各ステップの概略図である。
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【図３ｅ】実施例１においてアレイ基板を製造する各ステップの概略図である。
【図３ｆ】実施例１においてアレイ基板を製造する各ステップの概略図である。
【図３ｇ】実施例１においてアレイ基板を製造する各ステップの概略図である。
【図３ｈ】実施例１においてアレイ基板を製造する各ステップの概略図である。
【図３ｉ】実施例１においてアレイ基板を製造する各ステップの概略図である。
【図３ｊ】実施例１においてアレイ基板を製造する各ステップの概略図である。
【図３ｋ】実施例１においてアレイ基板を製造する各ステップの概略図である。
【図３ｌ】実施例１においてアレイ基板を製造する各ステップの概略図である。
【図３ｍ】実施例１においてアレイ基板を製造する各ステップの概略図である。
【図４ａ】実施例２においてアレイ基板を製造する各ステップの概略図である。
【図４ｂ】実施例２においてアレイ基板を製造する各ステップの概略図である。
【図４ｃ】実施例２においてアレイ基板を製造する各ステップの概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明の目的、技術案及び利点が更に明確になるように、図面を参照しながら、
本発明の技術案を明確で完全に説明する。下記の実施例は、当然ながら、本発明の実施例
の一部であり、全ての実施例ではない。本発明の実施例に基づき、当業者が創造性のある
労働をする必要がない前提で得られる全ての他の実施例は、いずれも本発明の保護範囲に
入る。
【００２１】
　図面における各フィルム層の形状と大きさはアレイ基板又は対向基板の実際の比を反映
しておらず、アレイ基板の局部の構造に過ぎず、その目的は単に本発明の内容を概略的に
説明することにある。
【００２２】
　本発明の実施例に提供された液晶ディスプレイは、図１ａと図１ｂに示すように、対向
基板１と、アレイ基板２と、対向基板１とアレイ基板２との間に位置する液晶層３とを備
える。アレイ基板２に、アレイ状に配列された複数の画素ユニットが設けられ、各画素ユ
ニットは異なる色を表示する複数のサブ画素ユニットを有する（図面における点線の枠で
示す通りである）。
【００２３】
　アレイ基板は複数のゲートラインと複数のデータラインを備えてよく、これらのゲート
ラインとデータラインとは相互に交差することで、マトリックス状に配列された画素ユニ
ットを画成し、各画素ユニットは、スイッチング素子としての薄膜トランジスタと、液晶
の配列を制御するための画素電極とを備え、更に必要に応じて共通電極を備えてもよい。
例えば、各画素の薄膜トランジスタのゲート電極と、対応するゲートラインとは電気的に
接続され、又は一体に形成され、ソース電極と、対応するデータライとは電気的に接続さ
れ、又は一体に形成され、ドレイン電極と、対応する画素電極とは電気的に接続され、又
は一体に形成される。
【００２４】
　アレイ基板２における、各画素ユニットの少なくとも１つの色のサブ画素ユニットに対
応する位置に、バックライトを透過させる量子ドット層０１が設けられ、量子ドット層０
１は日光における紫外線に励起されてから少なくとも対応するサブ画素ユニットの色が含
まれた光を射出する。
【００２５】
　液晶ディスプレイに各サブ画素ユニットに対応するカラーフィルタ０２が設けられ、カ
ラーフィルタ０２は量子ドット層０１と対向基板１との間に位置し、例えば、対向基板１
に位置してもよく（図１ａに示す通りである）、又はアレイ基板２に位置してもよい（図
１ｂに示す通りである）。
【００２６】
　なお、量子ドット層が液晶ディスプレイの表示領域だけに配置されてもよく、１つの層
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の全体として形成されてもよく、液晶ディスプレイに対応する表示領域で光は量子ドット
層を透過できる限り、バックライトモジュールからのバックライトに量子ドット層を透過
させることができ、液晶層の調整によって表示に用いればよい。
【００２７】
　本発明の実施例によって提供された上記液晶ディスプレイは、図２ａに示すように、屋
外で表示する場合、日光に含まれた紫外線が量子ドット層０１に照射し、量子ドット層０
１が紫外線に励起されてから発光し、この光が再度液晶ディスプレイの外に射出すること
ができる。こうして、カラーフィルタ０２を透過する光は、バックライトモジュール１０
０からのバックライトと、量子ドット層０１が励起されてから射出する光との和であり、
液晶ディスプレイの表示輝度が強まり、液晶ディスプレイの屋外での視認可能性が向上す
る。本発明の実施例によって提供された上記液晶ディスプレイは、図２ｂに示すように、
屋内で表示する場合、インドアの紫外線の強さが弱く、量子ドット層０１が発光しないか
ら、カラーフィルタ０２を透過する光はバックライトモジュール１００からのバックライ
トだけであり、液晶ディスプレイは依然として正常に表示できる。
【００２８】
　更に、具体的に実施する場合、異なるサブ画素ユニットに実際に必要な輝度に応じて、
一部のサブ画素ユニットに対応するアレイ基板２の位置に量子ドット層０１を配置してよ
い。勿論、全部のサブ画素ユニットに対応するアレイ基板２の位置に量子ドット層０１を
配置してもよく、ここでは限定をしない。
【００２９】
　具体的に実施する場合、本発明の実施例によって提供された上記液晶ディスプレイは、
カラーフィルタ０２を対向基板１に配置した構造、即ちカラーフィルム基板の構造であっ
てよい。図１ａに示すように、カラーフィルタ０２は対向基板１の液晶層３に面する側に
配置されている。このような液晶ディスプレイにおいて、各量子ドット層０１が紫外線に
励起されてから射出する光と、バックライトモジュールからのバックライトとは、まず液
晶層３に調整されてから、カラーフィルタ０２に光濾過されて表示に用いられる。
【００３０】
　勿論、本発明の実施例によって提供された上記液晶ディスプレイは、カラーフィルタ０
２をアレイ基板上２に配置した（ＣＯＡ，ＣＦ ｏｎ Ａｒｒａｙ）構造であってもよく、
図１ｂに示すように、カラーフィルタ０２はアレイ基板２の液晶層３に面する側に配置さ
れている。このような液晶ディスプレイにおいて、各量子ドット層が紫外線に励起されて
から射出する光と、バックライトモジュールからのバックライトとは、まずカラーフィル
タ０２に光濾過されてから、液晶層３に調整されて表示に用いられる。
【００３１】
　例えば、本発明の実施例が提供した上記液晶ディスプレイにおいて、量子ドット層が日
光における紫外線に励起されてからサブ画素ユニットの色に対応する単色光を射出でき、
それによって液晶ディスプレイの日光環境での表示輝度を最大限に向上させることができ
る。
【００３２】
　又は、例えば、本発明の実施例によって提供された上記液晶ディスプレイにおいて、量
子ドット層が日光における紫外線に励起されてから白色光を射出でき、量子ドット層が励
起されてから単色光を射出する場合と比べ、一部の光は損失するが、各サブ画素ユニット
における量子ドット層を同じ材料で製造することができるから、製造工程の複雑さを低下
させることができる。量子ドット層が日光における紫外線に励起されてから白色光を射出
する場合、多種のサイズの量子ドットを混合することで量子ドット層を形成することがで
きる。例えば、励起されてそれぞれに赤、緑、青色光が生じる量子ドットを混合して形成
することで、紫外線に励起されて生じる各種の色の光が混合され白色光を形成する。
【００３３】
　例えば、実施を便利にするために、本発明の実施例によって提供された上記液晶ディス
プレイにおいて、量子ドット層は高分子ポリマーネットワーク、及び高分子ポリマーネッ
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トワーク内に均一に分散した量子ドットからなってよい。
【００３４】
　更に、例えば、高分子ポリマーネットワークは、量子ドット表面の水酸基官能基及び硫
水素結合を有する有機変性物と、二重結合を有する重合可能なモノマーとの重合反応によ
って生じるものであってもよく、フェノール樹脂誘導体とジアゾナフトール誘導体との混
合物がフォトイニシエータの作用で紫外線に照射されて重合したものであってもよい。こ
の２つの方法によって生じた高分子ポリマーネットワークは全て量子ドットを均一に高分
子ポリマーネットワークに分散させることができ、それによって量子ドットの堆積が防止
され、量子ドットの量子生産率が向上する。また、高分子ポリマーネットワークは量子ド
ットを空気と遮断することができ、それによって量子ドットと酸素の接触が避けられ、量
子ドットの使用寿命が延びた。勿論、高分子ポリマーネットワークは他の材料からなって
もよく、ここでは限定をしない。
【００３５】
　更に、量子ドットの発光周波数帯域は量子ドットの粒径及び量子ドット自体の材料と関
係するから、硫化亜鉛（ＺｎＳ）量子ドットを例とする場合、サイズが９～１０ｎｍであ
る量子ドットは主に赤色光を射出し、サイズが８ｎｍである量子ドットは主に黄色光を射
出し、サイズが７ｎｍである量子ドットは主に緑色光を射出する。そのため、高分子ポリ
マーネットワーク内に分散した量子ドットは同じ材料の、同じサイズの量子ドットからな
ってもよく、異なる材料の量子ドットからなってもよく、この材料の量子ドットにおける
各量子ドットのサイズを制御し、紫外線に励起されてからサブ画素ユニットの色に対応す
る単色光を射出することを保証できる結構であれば、ここで限定をしない。又は、高分子
ポリマーネットワーク内に分散した量子ドットは同じ材料の、異なるサイズの量子ドット
からなってもよく、異なる材料の量子ドットからなってもよく、この量子ドットが紫外線
に励起されてから白色光を射出することを保証できる結構であれば、ここでは限定をしな
い。
【００３６】
　勿論、この量子ドットの材料は上記に挙げられたものを含んでいるが、上記に挙げられ
たものに限られていない。上記材料と同じ、或いは類似する物質を有する他の材料も同様
に適用できる。例えば、本実施例における量子ドットは、硫化亜鉛、酸化亜鉛、窒化ガリ
ウム、セレン化亜鉛、硫化カドミウム、セレン化ガリウム、セレン化カドミウム、テルル
化亜鉛、テルル化カドミウム、ガリウムヒ素、インジウムリン、テルル化鉛の中の少なく
とも１つであってよい。
【００３７】
　本発明の実施例によって提供された上記液晶ディスプレイは各型の液晶ディスプレイに
適用でき、例えば、広視野角を実現できるＡＤＳＤＳ（Ａｄｖａｎｃｅｄ Ｓｕｐｅｒ Ｄ
ｉｍｅｎｓｉｏｎ Ｓｗｉｔｃｈ）型の液晶ディスプレイに適用でき、伝統的なねじれネ
マティック（ＴＮ，Ｔｗｉｓｔｅｄ Ｎｅｍａｔｉｃ）型の液晶ディスプレイ或いは垂直
配列（ＶＡ，Ｖｅｒｔｉｃａｌ Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ）型の液晶ディスプレイにも適用で
き、ここでは限定をしない。例えば、ＴＮ型の液晶ディスプレイについて、アレイ基板に
おける画素電極と駆動液晶材の電界を形成するために、必要に応じて対向基板に共通電極
を形成してもよい。
【００３８】
　本発明の実施例によって提供された下記液晶ディスプレイについては全てＡＤＳＤＳ型
の液晶ディスプレイを例として説明する。
【００３９】
　例えば、本発明の実施例によって提供された液晶ディスプレイにおいて、量子ドット層
０１はアレイ基板２の液晶層３に面する側に位置してよく、勿論、量子ドット層０１はア
レイ基板２の液晶層３の反対側に位置してもよく、ここでは限定をしない。
【００４０】
　更に、例えば、本発明の実施例によって提供された液晶ディスプレイにおいて、図１ａ
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と図１ｂに示すように、アレイ基板２の液晶層３に面する側には相互に絶縁する共通電極
０３１と画素電極０３２とからなる電極構造０３を有し、量子ドット層０１を電極構造０
３の液晶層３に面する側に配置してもよい。勿論、製造工程の必要に応じて、各量子ドッ
ト層０１をアレイ基板２における他のフィルム層の間に配置してもよく、ここでは限定を
しない。また、電極構造０３を形成する共通電極０３１と画素電極０３２とは図１ａと図
１ｂに示すように、共通電極０３１が画素電極０３２の上に位置してもよく、画素電極０
３２の下に位置してもよく、ここでは限定しない。
【００４１】
　例えば、本発明の実施例によって提供された上記液晶ディスプレイにおいて、図１ａと
図１ｂに示すように、量子ドット層０１の配置を便利にするために、電極構造０３と量子
ドット層０１の間に更に第１の平坦化層０４を配置してもよい。
【００４２】
　本発明の実施例によって提供された上記液晶ディスプレイにおいて、量子ドット層０１
が紫外線に励起されてから一部の円偏光を射出する可能性があり、円偏光は液晶の調整を
受けないから、量子ドット層が励起されてから射出する光を最大限に利用するために、図
１ａと図１ｂに示すように、１つの実施例において、量子ドット層０１と液晶層３との間
に１／４波長の光学遅延層０５を更に配置してもよく、この１／４波長の光学遅延層０５
は量子ドット層０１が励起されてから射出する円偏光を線偏光に変えることができる。
【００４３】
　例えば、本発明の実施例によって提供された上記液晶ディスプレイにおいて、１／４波
長の光学遅延層０５の配置を便利にするために、量子ドット層０１の液晶層３に面する側
に更に第２の平坦化層０６を配置してもよく、１／４波長の光学遅延層０５は第２の平坦
化層０６の液晶層３に面する側に位置する。例えば、図１ａと図１ｂに示すように、１／
４波長の光学遅延層０５を直接に第２の平坦化層０６に配置してよい。
【００４４】
　次は具体的な実施例により、各量子ドット層０１がアレイ基板２の液晶層３に面する側
に配置されたアレイ基板２の製造過程を詳細に紹介する。
【００４５】
（実施例１）
　液晶ディスプレイにおけるカラーフィルタ０２が対向基板１に配置される場合、対応す
るアレイ基板２の製造過程は下記の工程を備える。
　（１）図３ａに示すように、アレイ基板２にゲートライン（図示していない）と、ゲー
ト電極０７とが含まれたパターンを形成する。
　（２）図３ｂに示すように、ゲート電極０７が含まれたパターンにゲート絶縁層０８を
形成し、このゲート絶縁層０８はゲートラインと、ゲートと電極０７とを覆う。
　（３）図３ｃに示すように、ゲート絶縁層０８に活性層０９が含まれたパターンを形成
し、この活性層０９はゲート電極０７の上方に位置する。
　（４）図３ｄに示すように、活性層０９が含まれたパターンに、データライン（図示し
ていない）と、ソースドレイン電極１０とが含まれたパターンを形成する。
　（５）図３ｅに示すように、ソースドレイン電極１０が含まれたパターンとゲート絶縁
層０８とに第１の絶縁（ＰＶＸ）層１１を形成し、第１の絶縁層１１にビアホール１１０
が形成されている。
　（６）図３ｆに示すように、第１の絶縁（ＰＶＸ）層１１に画素電極０３２を形成し，
画素電極０３２は第１の絶縁層１１におけるビアホール１１０を介してソースドレイン電
極１０におけるドレイン電極に接続される。
　（７）図３ｇに示すように、画素電極０３２に第２の絶縁（ＰＶＸ）層１２を形成する
。
　（８）図３ｈに示すように、第２の絶縁（ＰＶＸ）層１２に共通電極０３１を形成する
。
　（９）図３ｉに示すように、共通電極０３１に第１の平坦化層０４を形成し、例えば、
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第１の平坦化層０４を樹脂材で製造してもよい。
　（１０）図３ｊに示すように、第１の平坦化層０４に量子ドット層０１を製造する。
　（１１）図３ｋに示すように、量子ドット層０１に第２の平坦化層０６を形成し、例え
ば、第２の平坦化層０６を樹脂材で製造してもよい。
　（１２）図３ｌに示すように、第２の平坦化層０６に１／４波長の光学遅延層０５を形
成する。
　（１３）図３ｍに示すように、１／４波長の光学遅延層０５に樹脂層１３を形成する。
【００４６】
（実施例２）
　液晶ディスプレイにおけるカラーフィルタ０２がアレイ基板２に配置される場合、対応
するアレイ基板２の製造過程は実施例１の工程（１）～（１３）の他に、下記の工程を更
に備える。
　（１４）図４ａに示すように、樹脂層１３にブラックマトリックス１４を形成する。
　（１５）図４ｂに示すように、樹脂層１３にカラーフィルタ０２を形成する。
　（１６）図４ｃに示すように、ブラックマトリックス１４とカラーフィルタ０２とに保
護層１５を形成する。
【００４７】
　本発明の他の実施例によって表示装置がさらに提供され、この表示装置は本発明の実施
例によって提供された上記液晶ディスプレイ及びバックライトモジュールを備える。この
装置の課題を解決する原理は上記液晶ディスプレイに相似しているから、この装置の実施
例については上記液晶ディスプレイの実施例を参照すればよく、重複部分は言及しない。
【００４８】
　本発明の実施例によって提供された液晶ディスプレイ及び表示装置は、アレイ基板にお
ける、各画素ユニットの少なくとも１つの色のサブ画素ユニットに対応する位置に、バッ
クライトを透過させる量子ドット層が設けられ、この量子ドット層は日光における紫外線
に励起されてから少なくとも対応するサブ画素ユニットの色が含まれた光を射出する。液
晶ディスプレイに各サブ画素ユニットに対応するカラーフィルタが設けられ、カラーフィ
ルタは量子ドット層と対向基板との間に位置する。この液晶ディスプレイが屋外で表示す
る場合、日光に含まれた紫外線は量子ドット層に照射するから、この量子ドット層は紫外
線に励起されてから発光する。こうして、カラーフィルタを透過する光は、バックライト
と、量子ドット層が励起されてから射出する光との和であり、液晶ディスプレイの表示輝
度が強まり、液晶ディスプレイの屋外での視認可能性が向上する。
【００４９】
　以上は本発明の例示的な実施例のみであり、本発明の保護範囲を制限するものではない
。本発明の保護範囲は特許請求の範囲により画定される。
【符号の説明】
【００５０】
　１　対向基板
　２　アレイ基板
　３　液晶層
　１０　ソースドレイン電極
　１１　第１絶縁層
　１２　第２絶縁層
　１３　樹脂層
　１４　ブラックマトリクス
　１５　保護層
　１１０　ビアホール
　０１　量子ドット層
　０２　カラーフィルタ
　０３　電極構造
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　０３１　共通電極
　０３２　画素電極
　０４　第１の平坦化層
　０５　光学遅延層
　０６　第２の平坦化層
　０７　ゲート電極
　０８　ゲート絶縁層
　０９　活性層

【図１ａ】

【図１ｂ】

【図２ａ】

【図２ｂ】
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摘要(译)

本发明提供一种液晶显示器和显示装置。 液晶显示器设置有多个像素单
元，每个像素单元具有显示不同颜色的多个子像素单元，并对应于阵列
基板（2）中每个像素单元的至少一个颜色子像素单元。 量子点层
（01）在被太阳光中的紫外线激发后发出至少包含对应的子像素单元的
颜色的光的位置处设置有背光源可以穿过的量子点层（01）。 滤色器
（02）位于量子点层（01）和对向基板（1）之间。 当在户外显示时，
该液晶显示器具有增加的显示亮度和更高的户外可见度。
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